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図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

衛生設備工事仕様書　(1)
新潟市建築部公共建築第１課

No.Scale

株式会社 タキザワ設計
一　級　建　築　士

大臣登録 第177866号

滝　沢　　 誠

一級建築士事務所 　新潟県知事登録   　第3029号

新潟市中央区笹口3丁目7番地11　TEL(025)245-0596(代)　FAX(025)245-4554 2014.8 MC-01
曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事

＜別　表＞

衛生設備工事仕様書 章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項 根拠貢

1-1.1.4

2-4.1.1

2-4.2.1

2-4.3.1

2-4.4.1

2-4.4.1

2-1.2.1

※　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で定置する。

※　設けない。

・　設ける。（仮設事務所の中に監督員用スペースを　　㎡程度確保する。）

監督員用備品として下記のものを工事期間中に常備する。

・　雨具　　　　　着　　　　　　・長靴　　　　　足　　　　　　　　　・安全帯　　　　　組

※　設ける。　　　　　　　　　　　　・　設けない。

※　異形鉄筋（　※　Ａ種　　・　Ｂ種）（　※　ＳＤ２９５Ａ　　・　ＳＤ３４５）

・　丸鋼　　（　※　Ａ種　　・　Ｂ種）

細骨材　　　※　洗砂

普通コンクリート　　※　レデイーミクストコンクリート（　※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類）

強度試験　　　※　省略する　　・　実施する（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機器は標仕第２編１．２．１項を適用する。ただし、下記の機器の規格は製造者の標準品としてよい。

（１）機器類の能力、容量は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

（３）参考図の寸法は概略寸法とする。

※５０　Ｈｚ　　　　

既存コンクリート床、壁等の配管貫通の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。

（　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

施工に支障をきたさない時期までに必要な大きさ、位置などを関係者と調整する。

各機器の仕様は（　　・　国土交通省　　・　メーカー標準　　・　　　　　　　）とする
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　１．足場・桟橋等

　２．監督員事務所等　

　４．工事名称表示板　

　３．監督員用備品等

　５．工事用水　

　６．工事用電力　

　７．仮設建物等　

　８．残土処理　

　９．地業工事　

１０．鉄筋工事

１１．コンクリート工事　

１２．電動機　

１３．容量等の表示

１４．電源周波数　

１５．電線類　

１６．はつり

１７．天井仕上区分

１８．他工事との取合い　

１９．機器の仕様　

共通仕様

・「新潟市機械設備工事共通図」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「市共通図」）

２．標仕及び改修標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

（１）　「契約書」を工事請負約款（以下「約款」）」に読み替える。

（２）　「監督職員」を「監督員」に読み替える。

３．次の各号に該当する項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

（２）　　　〃　　　　１．４．２　機材の品質等の　（ａ）及び（ｃ）

（３）　　　〃　　　　１．４．５　機材の検査等の　（ａ）

（４）　　　〃　　　　１．６．１　工事検査の　　　（ｂ）及び（ｄ）　　　

４．標仕の次の項目の規定は適用しない。

（２）　　　〃　　　　１．６．２　技術検査

２．　工事場所

３．　建物概要

４．　指定部分　　　※無　　　・有（工期　　　　　平成　　年　　　　月　　　日）

５．　概成工期　　　※無　　　・有（工期          平成　　年        月      日）

          対象部分　：

　（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。特記事項も同様に○印のついたものを適用する。

  （２）○印のない場合は、※印のあるものを適用する。　　○印と ※ 印のある場合はともに適用する。

  （３）根拠項目の「ａ－ｂ．ｃ．ｄ」は標仕の第ａ編ｂ章ｃ節ｄ項を表す。

凡例

　工事概要

（１）

（２）

（３）

（４）

１．１．２

用語の定義

１．４．２

機材の品質等

１．４．５

機材の検査等

１．６．１

工事検査

　②　部分払の請求に係る出来形部分または部分払指定工事材料等（約款第３８条）

　③　部分引渡しの指定部分に係る工事の完成（約款第３９条）

　④　契約の解除時における出来形部分（約款第４７条）

  ⑤　必要があると認めたときの臨時検査（約款第４８条）

　①　工事の完成（約款第３２条）

       が行う検査をいい、工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

（ａ）工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。

　　　又、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）」

　　　（契約時の最新版）の名簿に記載されている品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の

　　　製品とする。

　　　ただし、仮設に使用する機材は新品でなくてもよい。

（ｃ）使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料を監督員に提出する。

　　　ただし、設計図書によりＪＩＳ、ＪＡＳ又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」によると指定

　　　された機材で、ＪＩＳマーク、ＪＡＳマーク又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」に適合

　　　することを示す認証機関のマークのある機材を使用する場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合

　　　できる。）は、資料の提出を省略することができる。

　　　（次の（１）から（３）のいずれかに該当する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなすことが

　　（１）　建築基準法その他に基づく認定品で、マーク等の確認ができる機材

　　（２）　建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿に記載されている機材

　　　　　　又は製造所の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く。）

　　（３）　特記により指定された機材または製造者の製品

（ａ）現場に搬入した機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合

　　　若しくは次の（１）または（２）に該当する場合は、この限りでない。

　　　　　に適合することを示す認証機関のマークを確認できる場合。

　　　　　を証明するマーク等を確認できる場合。

（ｂ）約款に規定する部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分等の算出方法について監督員の指示

　　　を受けるものとし、当該請求部分に係る工事について、（ａ）の（２）及び（３）の要件を満たすものとする。

（ｄ）（ａ）から（ｃ）の通知又は請求に基づく検査、並びに約款に規定されている臨時検査・契約が解除された

　　　　場合の検査は、発注者から通知された検査日に検査を受ける。

工　　事　　特　　記　　仕　　様　　書

号 項　　　目 置　き　換　え　後　の　共　通　仕　様　の　規　定

第１編　一般共通事項

第１章　一般事項

備　　　考建　　物　　名　　称 構　　造 階　　数 延べ面積（㎡） 消防令別表第一

（１）第１編　第１章　１．１．２　用語の定義の　　（１）及び（19）

（１）第１編　第１章　１．１．２　用語の定義の　　（20）

（19）「工事検査」とは、約款に規定する次の各事項の確認をするために発注者又は検査職員

　６．耐震措置　

　　　重要機器、重要水槽とは下記に示すものをいう。

　　　機器の重量（Ｎ）に設計用標準水平震度を乗じたものとする。

（１）設計用水平地震力

5-2.2.1

重要水槽

重要機器

　　　　　　　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階。

　　　　　　３．上層階の定義は、２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　　　　　　２．＜　　＞内の数値は水槽類に適用する。

（注）　　　１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　屋内の床下地中埋設配管は床配筋より吊金物で支持する。（市共通図参照）

　　　高温水管　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない　※適用する（・ＲＴ　・ＰＴ　・ＭＴ）

　　　高圧蒸気管　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない　※適用する（・ＲＴ　・ＰＴ　・ＭＴ）　　　　　　

　　　油管、低圧蒸気管、冷却水管、冷温水管　　　※適用しない　・適用する（・ＲＴ　・ＰＴ　・ＭＴ）

（４）溶接部の非破壊検査（適用と検査の種類は下記による。）

（１）標仕による。

　　　及び操作盤

　８．インバーター用制御　

　７．制御及び操作盤　

　３．埋設配管の表示

　２．管の埋設　

　　（非破壊検査）

　　（建物導入部）

　１．配管工事　
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配
　
　
管
　
　
工
　
　
事
　
　
等
　
　）

2-1.2.2

2-1.2.2

2-2.7.1

2-2.7.2

2-2.1.1

2-2.5.16

　　１　　

＜１．５＞ ＜０．６＞

（０．６）

０．４

＜０．６＞

（１．０）

０．６

＜１．０＞

（１．５）

１．０

０．６

＜１．０＞

１．０

＜１．５＞

１．５

＜１．０＞

（１．０）

（１．５）

（２．０）

０．６

＜１．０＞

１．０

＜１．５＞

１．５

＜１．０＞

（１．０）

（１．５）

（２．０）

（１．０）

１．０

＜１．５＞

（１．５）

１．５

＜２．０＞

（２．０）

２．０

一般機器・水槽重要機器・水槽一般機器・水槽重要機器・水槽

・一般の施設（乙類）・特定施設　（　・　甲類　・　乙類）

耐　　　震　　　安　　　全　　　性　　　の　　　分　　　類

設置場所

階・階下地

階中 間

上層階・屋上及び塔屋

＜表　－　１＞設計用標準水平震度

１２．施工図等の取扱い　

１１．案内板　 機器等の取扱方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室内に設ける。

（大きさの目安は８００ｍｍ×５００ｍｍ）

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　４．絶縁継手

　５．埋め戻し土

　　　・盛土

１．　工事名称

　１．工事実績情報の登録

（２）設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

追加する接点及び端子は機器表による。

　　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記の機器は標仕第２編１．２．２．２項を適用する。

　２．発生材の処理等　　 建築廃材処理計画書を監督員に提出する。

別紙施工条件総括表による。

　３．主任技術者等の資格 主任技術者

　・資格の区分Ⅰ

　　　（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」）のうち、

　　　　　　１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

　　　（ロ）技術士（機械部門（選択科目を「流体工学」、「熱工学」とするものに限る。）、上下水道部門、

　　　　　　衛生工学部門、総合技術監理部門（選択科目を「流体工学」、「熱工学」又は上下水道部門、

　　　　　　若しくは衛生工学部門に係るものに限る。）に合格した者）「技術士法施工規則の一部を改正

　　　　　　する省令（平成15年文部科学省令第36号）」による改正前の技術士（機械部門（選択科目を

　官公署届出書類　　　　　　　　　　　　１部

提出部数は、下記による。

　竣工写真（Ａ４版）　　　　　　　　　　２部　　　　工事施工状況写真　　　　　　　　１部

工事完了後、整理の上監督員に提出する。

・おく　　　　　　　　　　　　　　　　　※おかない

　　　　を有する者を専任で設置しなければならない。

　　　　下請契約の額が３，０００万円以上となる場合には、管工事に係る監理技術者資格者証

監理技術者

　　　（ニ）資格の区分Ⅰの資格を有する者。

　　　（ハ）水道法による給水装置工事主任技術者。ただし、実務経験を１年以上とする。

　　　　　　ただし、２級資格者は合格後の実務経験を３年以上とする。

　　　　　　配管（建設配管作業）の資格を有する者。

　　　（ロ）職業能力開発促進法による技術検定のうち１級又は２級の冷凍空気調和機器施工もしくは

　　　（イ）技術検定のうち、１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

　・資格の区分Ⅱ

　　　　　　「流体機械」、「冷暖房及び冷凍機械」とするものに限る。）水道部門又は衛生工学部門又は

　　　　　　総合技術監理部門（選択科目を「流体機械」、「冷暖房及び冷凍機械」又は水道部門若しくは

　　　　　　衛生工学部門に係るものとするものに限る。）に合格した者。）

１０．完成時の提出図書　

　９．工事写真等　

　８．見本施工　

　７．技能士の適用　

　６．機材の検査及び試験　

　　　届出手続き等　

　５．官公署その他への

　４．電気保安技術者　

1-1.7.2

1-1.3.2

1-1.4.6

1-1.5.2

1-1.5.4

（３）建物導入部配管　　※標準図（・ａ　・ｂ　※ｃ）　　・図示による

２０．総合調整 ・　水量調整　　　・　風量調整　　　・　室内外空気の温湿度測定

・　室内気流及び塵埃の測定　　　・　騒音の測定　　　・　初期運転状態の記録

ただし、排水管は除く。

管の埋設深さは、原則として鋼管３００ｍｍ以上、樹脂管は（・３００　　※６００）ｍｍ以上とする。

・「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）平成２５年版」（以下「標仕」　　）

・「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）平成２５年版」（以下「標準図」　）

（１）「監督員」とは、約款第１０条の規定により受注者に通知された者をいう。

1-1.3.9

2-2.1.2（２）呼び径６０Ｓｕ以下のステンレス鋼管のメカニカル形管継手は、

　　　ステンレス協会規格（ＳＡＳ３２２）の性能基準を満足するものとする。

（５）屋内床下地中埋設配管のつり金物

下記の機器は標仕第２編１．２．２．１項を適用し、表２．１．６、表２．１．７、表２．１．８による。　

・　保護帽子　　　ヶ　　　　　　・安全靴　　　　足

構内既存の施設　　　　　・　利用できる。　（　・　有償　・　無償）　　　　　※利用できない。

構内既存の施設　　　　　・　利用できる。　（　・　有償　・　無償）　　　　　※利用できない。

電線及びケーブルの規格は、標仕第４編１．５．１表４．１．１１による。

　　（１）しゅん工検査時または工事写真でＪＩＳ、ＪＡＳ及び「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」

　　（２）建築基準法その他の認定品と指定された材料で、しゅん工検査時または工事写真で品質、性能

別紙特記仕様書による。

工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等は

受注者が遅滞なく行う。

検査及び試験を行うべき機材は、標仕による。

・配管施工（建築配管作業）　　　　　　・建築板金（ダクト板金作業）

・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）　　　・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

　保守に関する指導案内書　　　　　　　　１部　　　　機器性能試験成績書　　　　　　　１部

　　（屋内床下

　　　地中埋設配管）

・設置する。　　　（異種管接続部および図示の箇所）

設備機器の固定は下記に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版」による。

（監修：国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人　建築研究所）

2-4.1.1

2-4.1.1

現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置は、あらかじめ監督員の承諾を受け、

すべて受注者の負担とする。

砂利地業　　　砂利種別（　※　再生クラッシャラン　　・　切込砂利　　　　・　切込砕石）　　　

粗骨材　　　※　砂利　　・　砕石　　・　砂利と砕石の混合

設計基準強度（Ｎ／ｍ㎡）　　　　　スランプ１８ｃｍ以下

　　１８　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　２１　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　２４　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　２７　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スリーブ、箱入れなど別途工事との取合いは別紙「工事区分表」によるものとし、

　　　処理

　１．大便器洗浄弁　

　２．大便器の防火区画

　４．小便器用節水装置　

　９．既製流し台等　

材質　・  ステンレス鋼板（ ・ ＳＵＳ３０４　・ ＳＵＳ４３０　）

形式  ・  ＢＬ型　　・　市販型

　８．自動水栓　

　７．水　　栓　

　５．化粧棚

水抜栓を使用する場合の水栓は（　※　吸気こま　　・　固定こま　）とする。

・　陶製（　・　露出形　・　埋込形　）　・ガラス製（　※　レール付　　・　レール無　）

5-1.1.8

※　耐火カバー

加熱方式（　・　貯湯式　　・　瞬間式）　　付加機能（　・　温風乾燥　　・　脱臭　　　・　擬音　）

※　個別感知フラッシュ方式（　・　埋込　　・　露出　　※　便器組込み　）　・　その他（　　　　）

電源供給（　※　ＡＣ１００Ｖ　　　・　乾電池　）

5-1.1.10

　６．水石けん入れ ※　立形　　・　横形　　　・　自動式（ＡＣ１００Ｖ） 5-1.1.11

5-1.1.6

5-1.1.7電源供給（　※　ＡＣ１００Ｖ　　　・　乾電池　　　・　自己発電式　）

５
 
 
衛
　
生
　
器
　
具
　
設
　
備

　３．温水洗浄便座

・地中埋設標　　　（・要　（・図示の箇所）　　・不要）

・埋設表示テープ　（・要　（・図示の箇所）　　・不要）

　施工図の提出（ＣＡＤデータ）　　　　　１部

※掘削土の良質土。（ただし、給水管、消火管、液化石油ガス管の上下１００ｍｍ、

排水管の下端１００ｍｍは山砂の類とする。）　　・すべて山砂の類で行う。　　・市共通図による。

2-4.2.1

2-3.1.5標仕第２編３．１．５項によるほか下記による。

材料及び施工順序 保温厚さ（　ｍｍ　） 施工範囲

１．保温筒　

２．粘着テーフ゜

４．ステンレス鋼板　

３．ポリエチレンフィルム

１５Ａ　　～　　２５Ａ　　　　５０　ｍｍ

３２Ａ　　～　２００Ａ　　　　４０　ｍｍ

・　給水管

・　消火管

・　排水管

　ポリスチレンフォーム

　１．保温　

　屋外露出配管の保温仕様

5-1.4.2

2-3.1.5

材料及び施工順序 保温厚さ（　ｍｍ　） 施工範囲

１．保温筒　

４．ステンレス鋼板　

３．ポリエチレンフィルム

１５Ａ　　～　　２５Ａ　　　　５０　ｍｍ

３２Ａ　　～　２００Ａ　　　　４０　ｍｍ

ロックウール

２．鉄線

※　給湯管

（給湯器廻り共）

　（　※グラスウール　　・ロックウール　　・硬質ウレタンフォーム　　・保温チューブワンタッチ形　）

給水管の保温主材（暗渠内、ピット内、屋外露出、多湿箇所を除く。）

　５．支持金物 以下に示す箇所の支持金物はステンレス製とする。

（　※　屋外　　※　多湿部　　※　ピット内　　※　土間配管支持部　　・　その他（　　　　　　　））

地中埋設鋼管類の防食措置は標仕第２編２．７．３項による。

下記の部分の防食材はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。

2-2.7.3　４．地中配管等の防食材

　※　ペトロラタム系　　　　　・ブチルゴム系（市共通図参照）

　※　コンクリート内埋設及び貫通部　　　※　鋼管支持部（市共通図参照）

給排水弁の保温主材はポリスチレンフォームカバーとする。（６５Ａ以上）

　（　※グラスウール　　・ロックウール　　・硬質ウレタンフォーム　　・保温チューブワンタッチ形　）

給湯管の保温主材（暗渠内、ピット内、屋外露出、多湿箇所を除く。）

壁内の給水管の保温　（※グラスウール　　・ロックウール　　・保温チューブワンタッチ形　）

壁内の給湯管の保温　（※グラスウール　　・ロックウール　　・保温チューブワンタッチ形　）

2-4.6.2屋内部分　　　※　　塗装　　　・　溶融亜鉛めっき（２種３５）

屋外部分　　　・　ステンレス製　　※　溶融亜鉛めっき（　※　２種３５　　・　２種５０　）とする。

　３．鋼材工事の防錆

下記の金属電線管、鋼製架台及び支持金物は塗装を行う。

　　屋外露出（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記の亜鉛めっきを施した配管は塗装を行う。

2-3.2.1

　　・　機械室　　　・　電気室　　　・　自家発電室　　　・　ＥＶ機械室

　２．塗装

・ステンレス鋼板製パネルタンクの保温

・鋼板製一体型タンクの保温　　　（　・　要　　※　不要）

　　　　　　（　　・　要（外装材は　　・　アルミニウム板　　・　ステンレス鋼板）　　※　　不要　）

　　　　　・　図示による　　　・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

・屋内露出管の保温で合成樹脂カバー２（ジャケットタイプ）の使用箇所

バキュームブレーカー付（　※　節水形　　・　一般形）（　※　手動式　　・　センサー式）　　　

・構内指示の場所に敷均し　　・構内指示の場所に堆積　　・構外搬出適切処理　　　　　

　完成図の提出（ＣＡＤデータ）　　　　　１部　　　　Ａ３縮小製本　　　　　　　　　　３部

新潟市江南区曽野木１丁目地内

ＲＣ造 ５階

１．本共通仕様及び特記仕様に記載なき事項は、次による。

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事

曽野木住宅なでしこ棟

・実施する。（　空き部屋のうち１室　※空き部屋号室は別図参照　　）



10．ステンレス管

　　使用時の弁類仕様

５０ＳＵ以下　　　

　逆止弁　　（※ 青銅逆止弁（スイング）１０Ｋ　　・一般配管用ステンレス鋼逆止弁　１０Ｋ　）

６０ＳＵ以上　　　

　バタフライ弁　（※ ステンレス鋼バタフライ弁（ウエハ－）１０Ｋ　　

　逆止弁　　　　（※ ステンレス鋼逆止弁（スイング）１０Ｋ

　　　　　　　　　・　ライニングバタフライ弁　（ウエハー・鋳鉄）　１０Ｋ　）

　Ｙ形ストレーナー（※ ステンレス鋼Ｙ形ストレ－ナ　１０Ｋ

　　　　　　　　　・　ライニング逆止弁　（スイング）１０Ｋ　）

　　　　　　　　　　・　ライニングＹ形ストレーナ　１０Ｋ　）

撤去機器の冷媒にフロン類が使用されている場合は、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）および

フロン回収・破壊法（特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律）に基づき、

適正に処理すること。

別紙施工条件総括表による。

11．フロン類の処理に

12．その他

　 について

　Ｙ形ストレーナー　（※ 青銅Ｙ形ストレ－ナ　１０Ｋ　　・ステンレス鋼Ｙ形ストレーナ　１０Ｋ　）

○

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

新潟市建築部公共建築第１課
衛生設備工事仕様書　(2)

　　　　

　　　　

＜表　－　２＞　使用配管材料一覧表

　　　　 格規

水道用硬質塩化

ビニルライニング鋼管

【給水及び給湯管】

JWWA K 116

番　　　号 備　　考

給
　
湯
　
管

通
　
気
　
管

水　系　

消　火　管

備　　考（接合工法等）

用　途 ・ 種　別 ・ 施　工　部　位

排 水 管給 水 管

一
 
般

地
 
中
 
埋
 
設

屋
 
内

屋
 
外 一

 
般

埋
 
設

ガ
　
ス
　
系

一
 
般

地
 
中
 
埋
 
設

一
 
般

暗
 
渠
 
内

地
 
中
 
埋
 
設

ガ ス 管 油　　管

９
　
消
　
火
　
設
　
備

１０　
　
ガ
　
ス
　
設
　
備

１１　
 
厨
房
器
具
設
備

６
　
　
　
給
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

７
　
　
排
　
　
　
水
　
　
　
設
　
　
　
備
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5-1.8.6

2-2.4.8

2-2.9.4

　１．給水方式

　１．排水方式

　２．配管材料

　３．床排水トラップ

　４．グリース阻集器

　５．衛生器具等の排水管

　６．インバート桝

　　　ため桝

　７．満水試験継手

　８．試験

　１．配管材料

＜表　－　２＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

材質（　※　ステンレス製　　・　ＦＲＰ製　　・　鋳鉄製　）

洗面器及び手洗器に直結する排水管寸法は器具トラップより１サイズアップとする。

既製流し台などの床上露出部の配管は硬質塩化ビニル管（ＶＰ）とする。

排水管の接続は下記による。

（１）大便器　　　　※　塩ビ製フレキシブル継手　　・鉛管

（２）小便器　　　　※　ＶＰ　　・鉛管

（３）洗面、手洗器　※　ＶＰ　　・鉛管

※　小口径塩ビ桝　・　市共通図による　　・　下水道事業者指定品

＜表　－　２＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

　１．消防設備等の種類

　６．消火栓開閉弁　 ※　０．９８ＭＰａ　　・　１．９６ＭＰａ（　・　圧力調節弁　　・　　　　）

　１．種　　別

　２．配管材料 ＜表　－　２＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

・液化石油ガス　　　　　　　　　　　　　（発熱量　　　　　　　　　　ＭＪ／ｋｇ）

・都市ガス　　　　　　　　　　　　　　　（発熱量　　　　　　　　　　ＭＪ／ｍ　）

　１．機器の寸法　 図示の寸法は参考とする。

　２．機器の固定等

３

名　　　　　　称

洗面ユニットのトラップは塩ビ製フレキシブル継手を使用して接続する。

建物内汚水と雑排水　（　※　合流　　・　分流　　・　併用　）

　３．貯蔵装置

・　バルクタンク方式

・　ボンベ集合方式　（　※　図示による。　・　標準図による。）
〃〃

ＳＧＰ－ＶＢ

ＳＧＰ－ＶＤ

○

○

水道用耐熱性硬質塩化

ビニルライニング鋼管
ＳＧＰ－ＨＶＡJWWA K 140 ○

水道用ポリエチレン

粉体ライニング鋼管　　
JWWA K 132

〃〃 ○

ＳＧＰ－ＰＢ

ＳＧＰ－ＰＤ

□接着（ＴＳ）　□ゴム輪（ＲＲ）

一般配管用
○ ○JIS G 3448

JIS H 3330

JIS K 6762
ポリエチレン二層管

水道用

○VP又はHIVPJIS K 6742
水道用

○○保温付被覆銅管

○ ○

銅及び銅合金継目無管

外面被覆銅管

○ ○硬質（Ｍ）JIS H 3300

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

ポリエチレン管
JWWA K 144 HPPE(50A以上)

水道配水用

○○架橋ポリエチレン管 JIS K 6769

○○

○JIS K 6792

JIS K 6778ポリブテン管

水道用ポリブテン管

水道用

架橋ポリエチレン管
JIS K 6787

ＪＩＳＨ３３００の外面に発泡断熱材

（厚さ１４ｍｍ以上）で被覆したもの

□軟質管・メカニカル　

□硬質管・メカニカル

□ねじ　□フランジ

硬質ポリ塩化ビニル管

□電気融着　　 □メカニカル

□電気融着　　 □メカニカル

□電気融着　　 □メカニカル

□電気融着　　 □メカニカル

□フランジ　　　□差込式（露出部）

建物外放流先　　汚水　　　・　直放流下水道　　・　浄化槽　

　　　　　　　　雑排水　　・　直放流下水道　　・　浄化槽　　・　側溝

　２．弁

・ ＨＢ－１２Ａ（埋込形）　　・ ＨＢ－１２Ｂ（露出形）

・ ＨＢ－１ＡＴ（埋込形、非常電話内蔵）　・ ＨＢ－１ＢＴ（露出形、非常電話内蔵）

・ ＨＢ－４Ａ（埋込形）　・ ＨＢ－４Ｂ（露出形）

・ ＨＢ－１Ａ（埋込形）　・ ＨＢ－１Ｂ（露出形）

＜表　－　２＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

5-1.5.2

5-1.5.3

5-1.5.4

　３．屋内消火栓箱

　２．配管材料

　４．放水口格納箱　

　５．屋外消火栓箱等

・　スプリンクラー設備

・　連結送水管　　　　　・ 連結散水設備　・ フード等用簡易自動消火設備

・　不活性ガス消火設備（　・　ハロゲン化物　　　・　窒素ガス　　　・その他（　　　　　　　））

・　二酸化炭素消火設備  ・ 泡消火設備　　・ 粉末消火設備　　・  屋外消火栓設備　

・　屋内消火栓設備（・広範囲型２号　　※易操作性１号　 ・１号　 ・２号　・パッケージ型消火設備）　

・ ＨＢ－２１（壁掛形）（ ※ 鋼板製　 ・ ステンレス製　）

・ ＨＢ－２０（自立形）（ ※ 鋼板製　 ・ ステンレス製　）

　　　　転倒防止用鎖（　※　本工事　　・　別途工事）　ボンベは別途（　※　５０Ｋｇ　　・　　　Ｋｇ）

気密試験結果のチャートを提出する。

・　取付ける（　※　別途工事　　・　本工事）外部端子（ ・ あり　 　・ なし）　・取付けない

※　あり　・　なし

・　都市ガス用（過流出防止形ガス栓）　・　液化石油ガス用（過流出防止形ガス栓）

※　貸与品　・　買取　・　マイコンメーターガス漏警報器と連動（　・　あり　　・　なし）

6-2.1.5

6-2.1.3

　８．試　　験

　７．ガス漏警報器

　６．ガス漏警報遮断装置

　５．ガス栓

　４．ガスメーター 6-2.2.1

6-3.1.3

ステンレス鋼鋼管

※　公的機関による試験成績表を提出する。　・　省略する。

・ 直結給水方式　（　・　直圧方式　　　　　・　増圧方式　）　　

・ 受水槽方式　　（　・　ポンプ直送方式　　・　高置タンク方式　）

（１）ポンプ本体　※　標仕第５編による。　・　製造者標準仕様

（２）共通ベット　※　鋳鉄製

（３）電動機　　　※　標仕第５編による。　・　製造者標準仕様

　２．揚水用ポンプ 5-1.2.1

（１）制御方式　　インバーター制御（　※　推定末端圧力一定方式　　・　吐出圧一定方式　　　）　

　　　ユニット

　３．給水ポンプ　

　４．水道用直結加圧形　

　　　ポンプユニット

（２）運転方式並列交互運転（２４時間強制ローテーション機能　・　あり　・　なし　）　　

（１）運転方式　　（　※　自動交互並列運転　　・　自動交互運転　　）

5-1.2.3

5-1.2.4

１９．水質検査

・　わん形（　・　Ｔ５Ａ　　・　Ｔ５Ｂ　）

・　Ｐ形　（　・　Ｔ３Ａ　　・　Ｔ３Ｂ　）　・　変形Ｐ形（　・Ｔ１６Ａ　　・　Ｔ１６Ｂ　）

5-1.8.5

5-1.7.3

5-1.7.8

2-2.2.1

No.Scale

※　図示の箇所に取付ける。

※　通水試験　　・　満水試験　　　　　

標仕第５編１．６．１項の特記機器は厨房器具表による。

１８．不凍水栓柱 ※　アルミニウム合金製 2-2.2.24

防振吊金物
ダブル

施工範囲

シングル ※ ※ ※

・給水管　　　・消火管

室名

2-2.6.3振動の伝播を防ぐ必要のある場合の吊金物は下記による。１７．つり金物

下記の機器は防振基礎とする。

　　　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防振材の種類及び振動絶縁効率

・　ゴム　　　

・　スプリング（効率　　※　８０％以上　　　・　　　　　％以上）

１６．ポンプ等の防振基礎

5-1.8.3

5-1.8.2

※　呼径８０以下はねじ接合、１００以上は（　※　フランジ接合　　・　ハウジング接合）とする。

管の接合は下記による。また、ねじ接合部には管端防食継手を使用する。

＜表　－　２＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

※  市共通図による。　　・  水道事業者の仕様による。

2-2.5.1

※　水道事業者指定品（　・ 貸与   ※ 買取）

      ポリ粉体ライニング

　　　鋼管の接合

2-2.2.21※　電磁弁併用式　　・　調整弁単独式１１．定水位調整弁　

１２．弁きょう

１３．弁　　桝

１４．配管材料

１５．塩ビライニング・　

　　フランジ接合の場合は、フランジ付管（直管及び継手）を使用する。

・　接合は、ねじ接合とする。

・　ベローズ形（水用）　　・　合成ゴム製（水用）

※ＦＲＰ製タンクの排水及び通気管を除く各接続管には、合成ゴム製フレキシブルジョイント

　を取付ける。

　　　ジョイント

2-2.2.9

2-2.4.7

１０．フレキシブル

5-1.8.4

親メーター　（　※　貸与　　・　買取）

子メーター　（　・　貸与　　※　買取）　　パルス発信（　※　なし　　・　あり）　　　

2-2.2.16

　　・　鋼板製一体形　　保温（　※ あり　・ なし　）

　　・　ＦＲＰ製（・パネル形　・一体形）（　※複合板（天井部　※複合板　・単板）　・単板　）

　　・　ＦＲＰ製（・パネル形　・一体形）（　※複合板（天井部　※複合板　・単板）　・単板　）

　　・　鋼板製一体形 　保温（　※あり　　・なし）

　　・　ステンレス鋼板製パネル（ ・ ボルト組立形 ※ 溶接組立形）保温（ ※ あり ・ なし　）

　　　　　　形状及び寸法（ ・ 標準図による ・ 図示による　）　　　　　

　　　　　　形状及び寸法（ ・ 標準図による ・ 図示による　）　　　　　

※　水道事業者の仕様による。　　　　　

（１）受水タンク

（２）高置タンク

5-1.4.1

5-1.4.1

2-2.2.22

　　・　タンクに緊急遮断弁　　　　　　（ ・ 設ける（・電気式　・機械式）　　※ 設けない　）

　　・　タンクに給水栓用配管の接続口　（ ・ 設ける　　※ 設けない　）

　　・ステンレス鋼板製パネル（ ・ ボルト組立形 ・ 溶接組立形）保温（ ・ あり ・ なし　）

　　　　　　形状及び寸法（ ・ 標準図による ・ 図示による　）　　　　　

　　　　　　形状及び寸法（ ・ 標準図による ・ 図示による　）　　　　　

　７．量水器桝

　６．量水器　

　５．タンク　

2-2.2.1　８．弁　

・　ベローズ形　　　　　　・　合成ゴム製 2-2.2.8　９．防振継手

水道事業者の規定及び標仕第２編表２．２．１０による他、下記による。

3-1.1.9

5-1.3.8

　　　　　　　　鋼板の厚さ（　※　３．２ｍｍ　　・　　　　　ｍｍ）

ガス湯沸器排気筒（　※　本工事　　・　別途工事）　　　

　　　　　　　　材質ステンレス鋼板（　※　ＳＵＳ３０４　　　・　ＳＵＳ４３０）

　　　　　　　　厚さ（　※　０．３ｍｍ以上　　　・　０．５ｍｍ以上）

5-1.3.6

給湯ボイラー煙突（ ・ 本工事　　※　別途工事）　　煙道　（ ※ 本工事　　・　別途工事）

鋼管用　（※　ベローズ形　　・　スリーブ形）

銅管用　（※　ベローズ形　）

2-2.2.7

ウィークリータイマー（　※　設ける　　・　設けない）　

　６．伸縮管継手

　５．煙突煙道等

　４．貯湯式電気温水器　

水道事業者の規定及び標仕第２編表２．２．１０による他、下記による。

　　　　　　　・　液化石油ガス　　　（発熱量　　　　　　５０．２３２　　　　ＭＪ／ｋｇ）

5-1.3.5

使用ガス　　　・　都市ガス（　・１３Ａ　　・１２Ａ　）

換気扇連動スイッチ（　・　あり　　・　　なし）

湯沸器と給水・給湯管の接続はステンレス製のフレキシブルチューブを使用してもよい。

5-1.3.4　３．ガス湯沸器

　
　
追
　
加
　
特
　
記
　
事
　
項

１２
１．負担金の支払い区分 本工事に含まない。

２．排出ガス対策型

　　建設機械

別紙特記仕様書による。

　　について

　　について

別紙特記仕様書による。

　　について

　　及び資材について

別紙特記仕様書による。

アスベスト含有機器及び資材についての調査は、協議による。

別紙特記仕様書による。３．シックハウス対策

４．室内空気調査

５．アスベスト対策

６．アスベスト含有機器

次に掲げる箇所について、施工前に指定圧力による水圧試験を実施し、既存系統の漏水調査を行う。

（　・　給水系統　　　・　消火系統　　　・　その他（　　　　　　　　　　　））

下記の機器据付に使用するアンカーボルト等は耐震計算を行い選定する。

　機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　について

７．既存配管について

・　都市ガス　　　　　（　・１３Ａ　　・１２Ａ　）

・　液化石油ガス　　　（発熱量　　　　　　　　　　ＭＪ／ｋｇ）

　４．制御・操作盤

　３．燃焼機器

　５．流しと作業台の下部

　　　に設けるもの

製造者の標準形とする。

流し　（　※すのこ（取り外し可能なもの）　　・戸棚　　　・なし　）

作業台　（　※すのこ（取り外し可能なもの）　　・戸棚　　　・なし　）

　　　　　　　

　ボール弁　（※青銅ボール弁　１０Ｋ　　・一般配管用ステンレス鋼ボール弁　１０Ｋ　）

　仕切弁　　（※ 青銅仕切弁 　　　・一般配管用ステンレス鋼仕切弁　１０Ｋ　　）

９．天井吊機器の振れ止め

　　について

８．建築設備の耐震計算

標仕により規定された、天井吊形の機器は振れ止めを施すこと。

　仕切弁

　　・　ポンプ直送方式　（　※０．９８ＭＰａ　　・０．４９ＭＰａ　）

　　・　高置水槽方式　１次側　（　・　０．９８ＭＰａ　※　０．４９ＭＰａ　）

　　・　高置水槽方式　２次側　（　・　０．９８ＭＰａ　※　０．４９ＭＰａ　）

　　・　給湯器系統　（　・０．９８ＭＰａ　　※　０．４９ＭＰａ　）

　　・　ボイラー系統　（　※　０．９８ＭＰａ　・　０．４９ＭＰａ　）

　　・（　　　　）系統　（　※　０．９８ＭＰａ　・　０．４９ＭＰａ　）

　仕切弁

5-1.6.1

5-1.6.5

● □ハウジング　　□溶接　

○RF-VPJIS K 9798
塩化ビニル発泡三層管

リサイクル硬質ポリ

○

○REP-VUAS 58
排水用リサイクル

○

○○ ○VP（50A以下）

VU（65A以上）JIS K 6741

JIS K 6741

○SHASE-S203排水・通気用鉛管

○ ○

○ ○WSP 032

○ ○WSP 042

○

○

白管

白管

JIS G 3452

JIS G 3452

排水用塩化ビニル

エポキシ塗装鋼管

排水用ノンタール

ライニング鋼管　　　

排水用硬質塩化ビニル

【排水及び通気管】

コーティング鋼管　

○

□フランジ　　□溶接

□ハウジング　□溶接　

○SGP-VSWSP 041

○

○

白管Sch40

STPG　370

白管JIS G 3452

JIS G 3454圧力配管用炭素鋼鋼管

ビニル外面被覆鋼管

消火用硬質塩化

【消火管】

□ソケット接合（Ｂ形）　○
のＢ形

外圧管１種
JIS A 5372

コンクリート製品

プレキャスト鉄筋

○
二層管

排水・通気用耐火
○

JIS G 3469

JIS G 3469

〃

〃

圧力配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3454

○

○○

○

○

○

○

□ねじ　□溶接　

□溶接　

□ねじ　

□溶接　

□ねじ　

□ねじ　

PLP

PLP

PLS

PLS

黒管

白管JIS G 3452

ポリエチレン被覆鋼管

〃

（注）●印及び■印を適用する。　　

〃

ポリエチレン被覆鋼管

【ガス管及び油管】

ポリエチレン管
JWWA K 144 HPPE(50A以上)

消火管用

日本消防設備安全センター性能認定取得品
○

○
リサイクル硬質ポリ

塩化ビニル三層管
JIS K 9797 RS-VU

□電気融着（ＥＦ）

□ハウジング　□溶接　

□接着（ＴＳ）※．図示ＶＰ表示部
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新潟市建築部公共建築第１課株式会社 タキザワ設計
一　級　建　築　士

大臣登録 第177866号

滝　沢　　 誠
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新潟市中央区笹口3丁目7番地11　TEL(025)245-0596(代)　FAX(025)245-4554 MC-03

案内図・全体配置図
曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事

集会所そのき

Ｂ号棟

Ａ号棟

Ｃ号棟

Ｄ号棟

曽野木ふれあい公園

鐘木会館

保　育　園

けいとう　Ｓ５０－５Ｆ－３０戸

こすもす　Ｓ４７－５Ｆ－４０戸 せんだん　Ｓ４７－５Ｆ－４０戸

あじさい　Ｓ４６－５Ｆ－３０戸
いそぎく　Ｓ４４－５Ｆ－４０戸

おうばい　Ｓ４７－５Ｆ－３０戸

かんな　Ｓ４４－５Ｆ－４０戸
ききょう　Ｓ４５－５Ｆ－４０戸

くろっかす　Ｓ５０－５Ｆ－３０戸
しらかば　Ｓ４９－５Ｆ－４０戸

すぎ　Ｓ４９－５Ｆ－３０戸

さくら　Ｓ４９－５Ｆ－４０戸
たけ　Ｓ４８－５Ｆ－４０戸

ちーく　Ｓ４８－５Ｆ－４０戸
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えぞまつ　Ｓ４５－５Ｆ－４０戸

うめ　Ｓ４５－４Ｆ－３２戸

Ｎ

工事概要
工事内容

その他

備考：工事対象外

屋外

共用部

住戸内

全40戸を対象に事前説明会および住戸内調査を行うこと。また空き家以外は入居者立会いで施工すること。
空き家の見本施工前に、配管ルートなどをテープ等で表示し監督員と協議すること。

屋上
シャフト内

埋設配管更新

パイプシャフト内　メーター廻り改修

露出樹脂配管に改修
洗濯機用水栓を新設する。
（対象住戸のみ）

改修済み　　：（平成０３年ポリ紛体ライニング鋼管または水道用ポリブデン管に更新済）

2014.8

給水主管更新（およびそれに伴う通気管更新）

一部改修済み：（平成０３年屋上メイン管→メーターまでの縦配管は水道用ポリブデン管に更新済）

：工事範囲を示す

全体配置図　S=1/1000

Ｎ

主要地方道　新潟･亀田･内野線

磐越自動車道

至　新潟中央ＩＣ

至　新潟県庁

主
要

地
方

道
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潟

･
小

須
戸

･
三
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線

曽野木住宅案内図

なでしこ　Ｓ４８－５Ｆ－４０戸

A

A A A A

A

凡例

居住者出入口

外部足場　くさび緊結式足場

関連別途工事：耐震補強工事あり

公園

参考図：別途耐震補強工事足場状況図

駐車場

老朽化し赤水の発生原因となっている給水配管の改修を実施し、居住環境の改善を図る。



株式会社 タキザワ設計
一　級　建　築　士

大臣登録 第177866号

滝　沢　　 誠

一級建築士事務所 　新潟県知事登録   　第3029号

新潟市中央区笹口3丁目7番地11　TEL(025)245-0596(代)　FAX(025)245-4554

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

新潟市建築部公共建築第１課 曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事

1/100

AS

土 土

土

AS

AS

屋外配管図 S=1/100

2
,
9
4
0

2
,
7
9
0

1
5
0

1
,
5
9
0

20,500

土 9
,
8
5
0

土

既存ﾊﾞﾙﾌﾞに接続

GL+800の100Aﾌﾗﾝｼﾞ穴
を利用しﾎﾟﾝﾌﾟ室へ

4,400

歩車道ﾌﾞﾛｯｸ(W=150)

土

AS

AS

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

駐車場 駐車場

なでしこ　Ｓ４８－５Ｆ－４０戸

1CL

2CL

階段室

１階浴室・脱衣室・トイレ

GL有
効

60
0

2,
7
6
5

4,100 有効450

ピット・シャフト概要図

入口

3,675

PS

MC-04

配　置　図

2014.8
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ピット

共用水栓量水器

切り替え後、既存配管撤去（地上部・ピット内・シャフト内のみ）

既存配管切断後

建物周辺掘削は耐震補強工事の足場解体後（H26.10中旬以降）可能
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改修前配管系統図 　　S=NO.SCALE 改修後配管系統図 　　Ｓ＝NO.SCALE

実線は撤去を示す。

凡　例

点線は既設を示す。

既設配管切断を示す。

ﾎﾞｰﾙ止水栓２０　　撤去　　４０戸

量水器２０　　　　取外し　４０戸

量水器保温ｶﾊﾞｰ　　取外し　４０戸

凡　例

実線は新設を示す。新設配管はSUS20

ボール止水栓２０　新設　　４０戸

逆止弁　　　　　　新設　　４０戸

量水器２０　　　　再取付　４０戸

量水器保温ｶﾊﾞｰ　　再取付　４０戸

屋上部屋番号と改修パターン
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65PB撤去後、通気管75VU新設
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工 事 名
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曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事
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図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号
新潟市建築部公共建築第１課

工 事 名
㈱ホープ設備設計事務所 電話０２５-２２８-７７１４

新潟県知事　登録番号　第 (ト) １３７６号

管理建築士　一級建築士 第１６０７８２号　村山　悦夫

8
0
H
I

Ｒ階平面図 　　S=1/150

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事

1/150

２～Ｒ階平面図
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２～５階平面図 　　S=1/150
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既存通気管75撤去後、給水管SUS60新設既存給水管65撤去後、通気管VU75新設
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既存80PB

新設

ｼｬﾌﾄ壁面はつり・補修
既存80PB

ハト小屋

既存給水管撤去

既存50PB 既存50PB 既存50PB

FJ65新設

2014.8

絶縁継手共



年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 １ 課
有限会社

一級建築士事務所　　新潟市中央区関新３－３－３４　　　ＴＥＬ025-233-5480

管理建築士　　一級建築士登録第１２５０１３号 山　本　信　勝 1/50

　１階住戸内平面詳細図（改修後・改修前）

１階　住戸内平面詳細図　（改修前）　　S= 1/50 １階　住戸内平面詳細図　（改修後）　　S= 1/50

(50)(50)

配管切断

20
PS押入

浴室 浴室

6.0帖 4.5帖

押入

押入 6.0帖 台所 脱衣

玄関ホール

押入

W.C

脱衣

W.C

ベランダ サンルーム 階段室

P.S

ｺｱ50φ

既存分電盤

木壁貫通

２ ３

1,325 1,325

2,650

2,025

ｺｱ50φ

ヘ＋チ

Ｍ
20SU

ｺｱ50φ ト＋チ

イ

ｺｱ50φ

木棚貫通

ハ

ｺｱ50φ

ヘ＋チ

木壁貫通×２

ヘ＋チ

ロ＋ニ＋チ

ＭＣ-８

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事
2014.8



脱衣室台所

便所

浴室

PS

ホール 玄関ホール 玄関

２ ３

Ｂ

器　具　名 仕　　様 便
所

浴
室

住　戸

合計 備　　考台
所

13㎜、湯沸器用

13㎜×300L

１ １

１ １

１ １

１ １

２ ２

１ １

１ １２ ４

器　具　表

イ　自在水栓

ハ　洗濯機用水栓

ニ　分岐水栓

ヘ　ｱﾝｸﾞﾙ形止水栓(ﾊﾝﾄﾞﾙ)

ト　ｱﾝｸﾞﾙ形止水栓(ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ)

チ　ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ管

13-F5

13-F5

13-F12

13-S3

13-S3

ＪＩＳ

記　号

国交省

緊急止水弁付

（新設）　１～５階共通

ヘ＋チ

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 １ 課
有限会社

一級建築士事務所　　新潟市中央区関新３－３－３４　　　ＴＥＬ025-233-5480

管理建築士　　一級建築士登録第１２５０１３号 山　本　信　勝
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9
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7
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住戸内平面詳細図　（改修前）　　S= 1/50
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1
,
9
0
0

9
0
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9
5
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4
5
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4
3
0

3
,
7
7
0

1,325 1,325

2,650

2,025

脱衣室

ホール

台所

便所

玄関

浴室

Ｍ

住戸内平面詳細図　（改修後）　　S= 1/50

1/50

【注記】　１．太線表示は新設を示す。

PS
20

配管切断

(50)

(50)

(50)

(50)

Ｍ
20SU

ｺｱ50φ ト＋チ

イ

２～５階２～５階

　　　　　２．住戸内およびＰＳ内の給水管仕様・サイズは別図「住戸配管詳細図（改修後）」参照。

ｺｱ50φ

２～５階住戸内平面詳細図（改修後・改修前）

器　具　表

器　具　名 便
所

浴
室

住　戸

台
所

脱
衣

仕　　様 撤去後処理

ｱﾝｸﾞﾙ形止水栓 13㎜ １ １

分岐水栓 13㎜ １

自在水栓 13㎜

１

１13φ給水化粧ﾌﾟﾗｸﾞ取付

13φ給水化粧ﾌﾟﾗｸﾞ取付

１

【注記】　１．太線表示は撤去、細線表示は既設のまま（残置）とする。

　　　　　２．給水管サイズは全て20A。

（撤去）　１～５階

合計 備　　考

２

２

木棚貫通

木壁貫通×２

ハ

ｺｱ50φ

ヘ＋チ

脱
衣

※１階はｻﾝﾙｰﾑに１個追加

※１階はｻﾝﾙｰﾑに１個追加

（１） ２※ （※１階の住戸のみ３）

ロ＋ニ＋チ

ロ　自在水栓（泡沫） 水栓取付足共

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事
2014.8 ＭＣ-９
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５

１

１

２０

６ ７

②＋Ｄ

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 １ 課
－

有限会社

一級建築士事務所　　新潟市中央区関新３－３－３４　　　ＴＥＬ025-233-5480

管理建築士　　一級建築士登録第１２５０１３号 山　本　信　勝

住戸内配管詳細図（改修後）

樹脂管継手　一覧表

記号

水栓エルボ

２

３

名　　称

１

４

ＳＵＳ管変換継手５

エルボ継手

チーズ継手

水栓チーズ

記号

配管化粧カバー　一覧表

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

平面チーズ

Ｆ

Ｇ

壁貫通チーズ

名　　称

水栓用エルボカバー

水栓用チーズカバー

壁エルボカバー

平面エルボカバー

入隅エルボカバー

ダクト　－　バンド式パイプホルダー共

配管　仕様表

場所

一般配管用ステンレス鋼鋼管（JIS G 3448）　口径20㎜　＋　硬質ウレタンフォーム保温筒（保温厚20㎜）

保温材付樹脂管（JIS規格品）　口径16㎜（保温厚5㎜）　＋　樹脂製化粧カバー

仕　　　　様

住戸内

ＰＳ内

数量／戸 数量／戸

木壁配管貫通口

Ｍ

【浴室】

【ＰＳ】

（ハ≒FL+1,200）
洗濯機

（イ≒FL+900）
浴槽

③＋Ｆ

①＋Ｂ

③＋Ｆ

洗面器（ヘ＋チ　≒FL+450）

バランス釜（ヘ＋チ ≒FL+450）

③＋Ｆ

換気扇

木壁配管貫通口

ロータンク

【便所】

ト＋チ（≒FL+500）

③＋Ｆ

①＋⑤＋Ａ

①＋Ｂ

②＋Ｄ

①＋Ｂ

②＋Ｄ

①＋Ａ

③＋Ｆ

【脱衣】

①＋Ｃ
①＋Ａ

②＋Ｅ

①＋Ｃ

①＋Ａ

①＋Ｃ

②＋Ｅ

①＋Ａ

①＋Ｂ①＋Ｂ

①＋Ｃ
①＋Ｂ

①＋Ｃ

①＋Ｃ
①＋Ａ

①＋Ａ

【台所】

①＋Ｃ

④＋Ｇ③＋Ｆ

流し台（ロ＋ニ＋チ）

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事
2014.8 ＭＣ-１０

パターンＡ（２～５階）系統図

パターンＡ（１階）系統図

Ｍ

【ＰＳ】

木壁配管貫通口

Ｆ３ +

【サンルーム】

木壁配管貫通口

①＋Ｂ

①＋Ａ

①＋Ａ

①＋Ｃ

①＋Ｃ

①＋Ａ

①＋Ａ

①＋Ｃ

①＋Ｃ
①＋Ａ

①＋Ａ

①＋Ａ ②＋⑤＋Ｅ

以降２～５階と同一

洗面器（ヘ＋チ　≒FL+450）

【便所】

以降パターンＡと同一

（ハ≒FL+1,200）
洗濯機

②＋Ｄ

①＋Ａ

③＋Ｆ

【脱衣】

１

１

１

木壁配管貫通口

以降パターンＡと同一

パターンＢ（洗濯水栓のみ） 系統図

数量／戸

ﾊﾟﾀｰﾝＢﾊﾟﾀｰﾝＡ１階ﾊﾟﾀｰﾝＡ２～５階

棚
木棚貫通

照明

３１

６

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ150×100㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ150×100㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ150×100㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ150×100㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ150×100㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ150×100㎜
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１

５

１

１
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６ ７

②＋Ｄ

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 １ 課
－

有限会社

一級建築士事務所　　新潟市中央区関新３－３－３４　　　ＴＥＬ025-233-5480

管理建築士　　一級建築士登録第１２５０１３号 山　本　信　勝

住戸内配管詳細図（改修後）

樹脂管継手　一覧表

記号

水栓エルボ

２

３

名　　称

１

４

ＳＵＳ管変換継手５

エルボ継手

チーズ継手

水栓チーズ

記号

配管化粧カバー　一覧表

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

平面チーズ

Ｆ

Ｇ

壁貫通チーズ

名　　称

水栓用エルボカバー

水栓用チーズカバー

壁エルボカバー

平面エルボカバー

入隅エルボカバー

ダクト　－　バンド式パイプホルダー共

配管　仕様表

場所

一般配管用ステンレス鋼鋼管（JIS G 3448）　口径20㎜　＋　硬質ウレタンフォーム保温筒（保温厚20㎜）

保温材付樹脂管（JIS規格品）　口径16㎜（保温厚5㎜）　＋　樹脂製化粧カバー

仕　　　　様

住戸内

ＰＳ内

数量／戸 数量／戸

木壁配管貫通口

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ50×100㎜

Ｍ

【浴室】

【ＰＳ】

（ハ≒FL+1,200）
洗濯機

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ50×100㎜

（イ≒FL+900）
浴槽

③＋Ｆ

①＋Ｂ

③＋Ｆ

洗面器（ヘ＋チ　≒FL+450）

バランス釜（ヘ＋チ ≒FL+450）

③＋Ｆ

換気扇

木壁配管貫通口

ロータンク

【便所】

ト＋チ（≒FL+500）

③＋Ｆ

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ50×100㎜

①＋⑤＋Ａ

①＋Ｂ

②＋Ｄ

①＋Ｂ

②＋Ｄ

①＋Ａ

③＋Ｆ

【脱衣】

①＋Ｃ
①＋Ａ

②＋Ｅ

①＋Ｃ

①＋Ａ

①＋Ｃ

②＋Ｅ

①＋Ａ

①＋Ｂ①＋Ｂ

①＋Ｃ
①＋Ｂ

①＋Ｃ

①＋Ｃ
①＋Ａ

①＋Ａ

【台所】

①＋Ｃ

④＋Ｇ③＋Ｆ

流し台（ロ＋ニ＋チ）

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事
2014.8 ＭＣ-１０

パターンＡ（２～５階）系統図

パターンＡ（１階）系統図

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ50×100㎜

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ50×100㎜

Ｍ

Ａ１ +

【ＰＳ】

木壁配管貫通口

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁配管貫通口φ50×100㎜

Ｆ３ +

【サンルーム】

木壁配管貫通口

木壁配管貫通口

①＋Ｂ

①＋Ａ

①＋Ａ

①＋Ｃ

①＋Ｃ

①＋Ａ

①＋Ａ

①＋Ｃ

①＋Ｃ
①＋Ａ

①＋Ａ

①＋Ａ ②＋⑤＋Ｅ

以降２～５階と同一

洗面器（ヘ＋チ　≒FL+450）

【便所】

以降パターンＡと同一

（ハ≒FL+1,200）
洗濯機

②＋Ｄ

①＋Ａ

③＋Ｆ

【脱衣】

１

１

１

木壁配管貫通口

以降パターンＡと同一

パターンＢ（洗濯水栓のみ） 系統図

数量／戸

ﾊﾟﾀｰﾝＢﾊﾟﾀｰﾝＡ１階ﾊﾟﾀｰﾝＡ２～５階

棚
木棚貫通

照明

３１

６



図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号
新潟市建築部公共建築第１課

工 事 名

株式会社 タキザワ設計
一　級　建　築　士

大臣登録 第177866号

滝　沢　　 誠

一級建築士事務所 　新潟県知事登録   　第3029号

新潟市中央区笹口3丁目7番地11　TEL(025)245-0596(代)　FAX(025)245-4554 1/30 MC-11

改修前・改修後ＰＳ内詳細参考図
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工事④　通気管新設復旧
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新設主給水管

新設主給水管新設主給水管新設主給水管

スペースがないため、先に通気管を撤去しスペースを作る

工事⑤は①～④の途中に施工してもよい

切り替え時断水あり（住戸単位）

切り替え時断水あり（全棟）

工事⑤　ﾒｰﾀｰ廻り更新

SUS60

SUS60

（電気端子盤・ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ）

曽野木住宅なでしこ棟給水設備改修工事

シャフトドア上部

ボール止水栓

逆止弁

20SUS1,800

2,580

2014.8

GL

1FL

雑排水汚水 通気
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凡　例

細線は既設を示す。

太線は撤去・更新（または取外し再取付）を示す。

通気系統参考図 N.S

工事④

工事①


